

































A Study on the similarity between language and creature  ４
Isao HIRAMI
Abstract
　Creatures have always developed their own appearances and nature to survive in a special 
way, and languages also have developed their own characteristics in different ways. There 
are many parallells in languages between creatures and such examples have been seen so 
far in the previous papers.
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語でもほぼ平行して，clear voice, sweet voice, cold 
voice, soft voice, あるいはcold color, soft colorとい
うような表現が可能である。
　もちろん言語間で差が出てくることもある。日本
語では「黄色い声」などということがあり，これは
＜視覚＞−＜聴覚＞という型の共感覚的な表現であ
るが，英語でyellow voiceなどという表現は存在し
ない。仮に外人にこれに相当する表現が日本語にあ
ることを教えて意味を当てさせても＜かん高い声＞
というような期待される答えは得られない。した
がってこういった表現は言語独自のものとなってい
る。
　しかし先ほども述べたように基本的には言語間の
相違を越えて共通の傾向が見られる。それはより低
い感覚からより高等な感覚への適用は普通である
が，その逆は少ないという原則である。ここで言う
感覚が高度であるとか低いという意味は，高度な順
に＜視覚＞，＜聴覚＞，＜臭覚＞，＜味覚＞，＜熱
感覚＞，＜触覚＞という順序が想定されている。た
とえば触覚のような感覚はアミーバーのようなごく
下等な動物でも存在しているが，聴覚や視覚となる
と，ある程度進化した動物でないと発達は認められ
ないというような事情が基本にある。視覚から聴覚
への転用は例外であるが，それ以外の上で見た例
はすべて下から上に向かっての転用である。池上
（1978: 142）も共感覚というのは人間の知覚面での
特徴であり，当然人間の文化的というよりは生物的
な存在としての共通性が強く現れてくると指摘して
いるが，これは生物の進化の順序が言語に反映され
ている重要な例の一つと言えるのではないかと考え
られる。
　人間の言語が他の動物とは違う，特別な地位にあ
るとするかどうかは別として，人間を始めとする哺
乳類が他の類よりも複雑で進化したものと捉えるこ
とが出来るならば，コミュニケーションも下等な動
物より当然複雑なものへと進化しているはずであ
る。したがって具体的な表現を抽象的な表現に転用
すると言う比喩表現が人間の言語に特に発達し反映
しているのは，高度な表現を編み出すために必要で
あり，かつ最も有効な手段だからであろう。基本的
なコミュニケーションだけにとどまらず，コミュニ
ケーションの幅を広げ，より微妙な表現を可能にし
て行くための応用の一つになっているのである。味
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覚の表現が味覚を表す語とだけしか結びつかないな
ら，言語の発達はかなり制限されてしまったはずで
ある。というのはそのような発達のあり方であれば
他の面にも大きく影響していると考えられるからで
ある。文学という芸術が生まれる下地もなくなって
いた可能性すらある。共感覚に一方向性が見られる
ように（つまりでたらめにどの方向にも進むわけで
はないことからも），ある種の制限が言語の背後に
存在することからも，生物の進化の方向と無関係で
はない。進化が単細胞から多細胞に，鳥類や爬虫類
から哺乳類へと，複雑な方向に進んでいったように
（そしてその逆はないことからも），人間の言語が間
違いなく他の生物のコミュニケーション手段よりも
複雑で新しい可能性の表現を生み出す方向に進化し
ていったのは，外部との接触，影響から言葉の経済
性を基本として変化して行く一方向性のあり方が潜
んでいるからだと考えられるのである。
　まとめ
　人間の言語と生物の進化の平行性が指摘できる面
はここに挙げただけには留まらない。ダーウィンの
考えでは，動物は適応することを「目的」に変化す
るのではなく，動物はもともと変わりやすい性質が
あるという（「骨から見る生物の進化」2011: 17）。
言語も適応することを目的に変化するのではなく，
変わりやすい性質を持っている。生物が長い歴史を
通して変化し複雑なメカニズムを自然と発達させて
いったのと同様に，言語も非常に柔軟な性質を身に
つけてきた。福岡はテレビの複雑な構造の一つの部
品が壊れればその部品が関係するところは故障して
動かなくなるが，生物はそうではない，その部分を
補うよう，常にいくつもの手段が組み込まれ，生物
として生命が維持されるしくみになっていると述べ
ているが，言語も同様なのである。ある言葉を忘れ
たからと言ってコミュニケーションが成り立たない
ことはない。常にそれに代わる方法をかなりの割合
で複数備えている。それは別の単語で言い表す方法
もあるだろうし，まったく別の表現の仕方や手段で
コミュニケーションできる場合もある。人工的に作
られた人工言語（たとえば暗号とかモールス信号）
のようにひとたび狂うとコミュニケーションが不可
能になるという一定の役割以外は果たせないという
ものではない。この点でも自然言語には生き物とし
ての性質と強い共通性があるのである。
注
１） 西川（2011: 25）は「動的平衡的なものは生命とは無関係に化学的にも作り得る．動的平衡は生命にとって一つ
の条件ではあっても生命を語るための本質的なベースにはならない」と述べている．その是否についてはここ
では立ち入らない．
２） ただしこの特徴は顔だけでなく，あらゆるものとの間に類似性を見つけるので，必ずしもそれに限ったことで
はない．しかし自動車をはじめとする人間の作り出す創作物が人間に似せたり，特に顔にあたる部分に特色を
持たせる傾向があることからもある程度は言えると考えている．
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